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1. 本研究は，料理技能 の巧緻性 を見，家庭 技術教育

の基 礎的資 料を得 るとともに， 前回の報 告みそ汁調製動

作 の結果 とも比較 検討ナ るために行なった。

2. 今回は 日常食 の料理 の中で もか なり複 雑な手作業

を必要 とナ る「鮫子」を とりあげ，こ の料理 過程にお け

る手作業を手 の基本動作 に分析し た。実験方 法はTime-

Study 法 と８ミリカメラによる動作分析を併用した。

3. みそ汁 の調整動作 と同一 傾向を示 す点は（ １） 基

本動 作の総頻度は 右手 のほうが左手 より多 く約３倍・総

所 要時 間は約1.3倍であるこ と。（2 ） 各基本動作の１回

の所要時間 は左手 のほうが右手 より長い もの が 多 い こ

と。（３）動作には， 頻度 が多 く所 要時 間 の少ない もの

と，そ の逆 のものとがあ り，右手 の動 作は前 者に，左手

のそれは後者 に該当ナる などであ り，異 なる点は, （1 ）

鮫子調製 の基本動 作の種類 は16 種類 で， 前回に比 し て

「もむ」 の１種類 が減じ てい る。（2 ）r上 下に動かす」

とい う基本 動作は 右手 にのみ存 在する。（ ３）そめ他の各

基本動作もす べて，そ の頻度・所 要時間 およびこ れら両

者 との関係 などにおいて， かならずし も前回 と同一 傾向

を 示す ものとは限 らないこ とが判 明し た。


